























■審議の経緯・予定


○平成26年2月20日　第1回審議会　日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた将来ビジョン（施設整備及び運営）について諮問


○平成26年7月14日　第2回審議会


○平成26年8月26日　第3回審議会（中間報告）　〈他に魅力創出部会及び緑整備部会を各2回開催〉





府民文化総務課





資料６








万博記念公園の活性化に向けた将来ビジョンについて　（万博記念公園運営審議会中間報告）　概要版(案)





○H27年1月審議会答申　将来ビジョン(案)


○H27年2月　パブリックコメント


○H27年3月　将来ビジョン策定





■万博記念公園の現状と課題


○森の育成








○施設の状況











【これまでの目標】自立した森「都市化に対抗しても生き生きとしている森、多様な動植物と共存している森を育成」


【課　題】「樹種の少ない過密した森、林床が暗く、昆虫や鳥など生き物の種類が少ない、若い木が育っていない」





【老朽化対応】　博覧会当時のインフラや施設を改修して活用、老朽化に対処するため、大規模な補修・改修が必要。


【大規模災害時の活用】　広域防災拠点、後方支援活動拠点、広域避難地に指定、災害時に適切に活用。





【利用日】　平日の稼働率が低い。　【利用圏域】　利用者の大半は万博近郊居住者。外国人観光客は少ない。


【来園の目的】　「イベント等の見学・参加」が増加。「花の観賞」「樹木の観賞」を目的とする利用者も多い。


【ボランティア】　園内で植物管理や生物調査をＮＰＯが実施。庭園ガイドや自然観察などのボランティア団体が活動。





【収支状況】新たな財政負担のない形で運営する。一層の魅力向上に向け、収入の確保に努める必要。


【管理手法】公園事務所を設置し直営で運営。（施設毎に管理委託、土地貸付により民間企業等が設置した施設も存在）





○利用状況





○公園運営





■社会情勢の変化


○地球環境の保全、循環型社会の構築（生物多様性、地球温暖化、資源循環）


○訪日外国人の増加（来阪外客数の増、府としての観光立国の推進）





○少子高齢化（子どもの健全育成の場、高齢者の生きがい・健康づくりの場）


○共助社会（ＮＰＯ・ボランティア）　


○ライフスタイルの多様化（子ども、高齢者、障がい者が文化・スポーツを楽しむ）





■理念








・大阪万博の跡地を「緑に包まれた文化公園」にするという理念の下、「人類の進歩と調和」を具現化するべく、万博機構は森林の育成、文化の発信に取り組んできた。


・「人類の進歩と調和」というテーマは普遍的テーマであり、大阪府としても、万博記念公園の基本理念としてあらためて設定するとともに、これまでの取組み成果と社会情勢の変化等を踏まえ公園運営にあたっての具体的指針としてサブテーマを設定する。











・今後、これらのサブテーマの下、緑に包まれた文化公園として運営するとともに、都市の魅力の創出に努める。





目標像（視点）





今後の取組例











■今後の取組み





◆国内外から多くの人が訪れる公園


（観光集客、都市魅力の創出、万博遺産の継承）








◆文化を体験・創造し発信する公園


（日本文化、芸術文化、民族学）





◆多様なライフスタイルを実践できる公園


（子育て、生涯学習、ボランティア）





◆地球環境保全に貢献する公園


（生物多様化、地球温暖化防止、資源循環）





○豊かな森の育成（林相の転換）


○水系の保全と活用


○資源循環型の公園運営





基本理念　人類の進歩と調和





【広報】


○ITの活用


○大阪万博の遺産を紹介するガイドツアー


○海外に向けた広報


○園内施設のネーミング募集





【事業者の誘致】


○公園の質の向上、魅力づくりのため、外周道路沿いの土地をさらに活用し、収入を確保する。





人と自然の調和





○活動の基盤となる質の高い緑


○高品質な芝生広場の育成


○質の高い日本庭園の整備





○太陽の塔の改修、シンボルゾーンの重点整備


○万博公園駅前周辺地区の活用


○日本庭園を日本の造園技術、食、伝統を楽しむ場として整備


○来園手段・園内移動手段の充実





○シンボルゾーンを太陽の塔を核とした広大な広場として整備


○日本文化・上方文化の体験の場


○民族博物館との連携とイベント強化、民芸館のさらなる活用





○子どもの遊び、健康づくりなど多様なプログラムを提供


○学習館、森の広場などプログラムの提供拠点となる施設を整備


○ボランティア人材の養成





○来園手段・園内移動手段の充実


○ユニバーサルデザイン


○大規模災害時の適切な対応





◆緑の中で人々が憩い、活動し、感動する公園


（人と文化がふれあう緑）





サブテーマ　①人と自然の調和


②人々の交流と創造





○万博記念公園にふさわしいスポーツ施設の再編整備


○記念競技場を多彩な競技・行催事に使用できる施設に改変


○広域規模の大会を開催


○文化とスポーツが連携するイベントの実施





◆健康づくりを支援する公園


（スポーツ、レクリエーション）





人々の交流と創造





【運営手法】


○民間事業者による魅力ある公園施設の設置（カフェなど）


○民間活力を取り入れた運営体制の検討





■目標年次


・平成32年(2020年)を節目とし、


平成42年(2030年)とする。


・長期的に行うべき森の育成は平成82年(2070年)を目標年次とする。





◆全ての人が安心して快適に利用できる公園


（高齢者、障がい者、子ども、防災拠点）








